
                

 

 

 

令和
れ い わ

６年
ねん

（２０２４年
ねん

）になりました。 

今年
こ と し

もよろしくお願
ねが

いします。 
 

みなさんは、今年
こ と し

の目標
もくひょう

は立
た

てましたか？どんな目標
もくひょう

を達成
たっせい

するにもコツコツ

と努力
どりょく

を積
つ

み重
かさ

ねることが大切
たいせつ

です。そのためには、健康
けんこう

な心
こころ

と体
からだ

が必要
ひつよう

です。

今年
こ と し

１年
ねん

、ケガや事
じ

故
こ

、病
びょう

気
き

に気
き

を付
つ

けて過
す

ごしましょう。 

今年
こ と し

も先生
せんせい

は保健室
ほけんしつ

から、みなさんの毎日
まいにち

が元気
げ ん き

で充実
じゅうじつ

した日々
ひ び

になるように

応援
おうえん

しています！元気
げ ん き

いっぱいの３学期
が っ き

にしましょうね！ 
 

２０２４年は 辰
たつ

年
どし

！ 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

２～６年の保護者のみなさまへ 

 

令和６年（２０２４年）１月 

西小学校 

保健室 

１月
がつ

の保健
ほ け ん

行事
ぎょうじ

 

          

＊1月１１日（木）１２日（金） 二
に

測定
そくてい

 

   

＊１月３１日（水） １年 色覚
しきかく

検査
け ん さ

 （希望者
きぼうしゃ

のみ） 

        １年生は申込書を配付しています。全員提出です。 

２～６年生で検査を希望されるかたは、このほけんだよりを切り取って、担任に

提出してください。 

 

＊２月１日（木）  ３・５年
ねん

 歯科
し か

保健
ほ け ん

指導
し ど う

 

           準備していただくものがあります。詳しくは後日お知らせします。 



 

 

 

 

 

 

 

現在、色の見え方を調べるための色覚検査は、学校の定期健康診断に含まれておりませんが、必要に

応じて個別に相談を受け付けています。 

先天性色覚異常は男子の約５％（２０人に１人）、女子の約０．２％（５００人に１人）の割合にみられま

す。色が全く分からないというわけではなく、色によって見分けにくいことがある程度で、日常生活にはほ

とんど不自由はありません。しかし、状況によっては色を見誤って周囲から誤解を受けることや、色を使っ

た授業の一部が理解しにくいことがあるため、学校生活では配慮が望まれます。本人には自覚のない場

合が多く、検査を受けるまで保護者もそのことに気づいていない場合が少なくありません。治療方法はあ

りませんが、授業を受けるに当たり、また職業・進路選択に当たり、自分自身の色の見え方を知っておくた

めにもこの検査は大切です。 

そこで１年生では、学校医と相談した結果、色覚に特性のある児童に配慮した指導ができるよう、希望

者を対象にした色覚の検査を行うことになりました。２～６年生も希望があれば検査を実施します。検査の

実施においては、プライバシーの保護に十分配慮して行い、また、検査の結果は保護者の方にお知らせい

たします。 

以上をご理解いただき、検査を希望される場合は申込書にご記入の上、１月２６日（金）までに学
級担任にご提出ください。 

 

※ 検査は１月３１日（水）に行います。 

※ 昨年度までに受検している児童は、検査を受ける必要はありません。もし気になるところがあれば再

度お申し込みください。 

※ １年生については、別途希望調査を実施しておりますので、下記の申込書は必要ありません。 

※ お問い合わせ等ありましたら、保健室 岩﨑までお願いします。 

 

 

色覚の検査申込書                 

 

色覚の検査を希望します。       年    組    名   前                             

           

                                          保護者名                            

 

 

学校記入欄 

             

色の見え方で 

お困りではないですか？ 

 

キ   リ   ト   リ 



 

 

おうちの人
ひと

と一緒
いっしょ

に読
よ

んでください。 

 

私
わたし

たちの体
からだ

には、体
からだ

に悪
わる

いことをする細菌
さ い き ん

やウイルスなどの病気
び ょ う き

の原因
げんいん

から体
からだ

を守
ま も

る

『免疫
めんえき

（めんえき）』
」

という働
はたら

きがあります。体
からだ

を守
ま も

るはずの免疫
めんえき

システムが、悪
わる

くないはず

のもの（花粉
か ふ ん

、動物
ど うぶつ

、ハウスダスト、食
た

べ物
もの

など）に対
たい

して、病気
び ょ う き

の原因
げんいん

と同
おな

じように反応
はんのう

し

てしまうことを『アレルギー反応
はんのう

』といいます。特
と く

に、食
た

べ物
もの

に反応
はんのう

するものを『食物
しょくもつ

アレル

ギー』といいます。 

食物
しょくもつ

アレルギーは花粉
か ふ ん

や動物
ど うぶつ

などのアレルギー反応
はんのう

よりも強
つよ

い反応
はんのう

を起
お

こしてしまうこ

とがあります。目
め

がかゆくなったり、鼻水
はなみず

やくしゃみが出
で

るだけでは

なく、体中
からだじゅう

にじんましんが出
で

たり、ひどい場合
ば あ い

は、呼吸
こ き ゅ う

ができなくな

ったりしてしまいます。 

食物
しょくもつ

アレルギーの唯一
ゆいいつ

の予防法
よ ぼ う ほ う

は、もうみんな知
し

っていますね。 

 

 

 

 

 

廊下
ろ う か

や手洗
て あ ら

い場
ば

に牛乳
ぎゅうにゅう

が落
お

ちていないか見
み

てくれたり、今日
き ょ う

は除去食
じょきょしょく

だよ、と教
おし

えてく

れたり、いつもみなさんが気
き

を配
くば

っていることは知
し

っています。ありがとう！ 

 

 

 

食物アレルギーのある子どもは年々増加傾向にあり、程度の違いはありますが、クラスに１～２人程度

おります。西小には『食物アレルギー対応委員会』というものがあり、そこで、配慮が必要な児童に

ついての対応を話し合います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食物アレルギー対応委員会では、こんなことを話しています。 

① 管理・配慮が必要な児童の把握と情報共有 

② 保護者との面談・給食センターとの面談→対応決定 

③ 毎日の給食時の配慮  

毎月の成分表確認、連絡帳や給食ノートでの情報共有、当日の見守り担当 

④ 児童への食アレ対応指導 

⑤ 緊急対応訓練（エピペン研修） 教員みんな打てます。 

毎年４月はじめに実施。今年度は、来月 2/2（金）にも研修を行う予定です。 

 

原因
げんいん

となる食品
しょくひん

を摂取
せっしゅ

しない！ 

食
た

べない、さわらない、吸
す

い込
こ

まない 



学校管理下で子どもたちが食べるものは、全家庭に全ての食品の成分をお知らせするとともに、校外

学習などでも安全に子どもたちが活動できるように、こんなルールも設けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

１．方法 

① お手持ちの携帯電話、スマホでも入力できます。下記の QRコードを読み取ってください。 

② 学年、組、名前、欠席理由等、画面の内容に従ってお答えください。 

体調不良で欠席される場合は、できるだけ具体的に症状をお知らせください。 

例 ： 体調不良、風邪などとは入力せず、 具体的な症状を入力してください。 

③ 全て入力した後、送信を押してください。これで連絡は完了です。 

 

欠席フォームは、８時半までに！ 

授業やクラブ活動での調理実習・・・使用する食物の成分をお知らせしています。 

遠足、校外学習・・・お弁当、お茶、お菓子の交換はしません。 

５・６年の宿泊学習・・・宿泊先で出る全ての食事の成分表を全家庭に配付し、確認をしてもらっています。 

宿舎などから出されるお茶の成分にも注意をしています。 

                     お弁当、お茶、お菓子の交換はしません。お土産どころの試食はしません。 

 

 

今の時代、いろんなアレルギーにあふれています。いろんなアレルギーに対応するのも、配慮するの

も当たり前。私も、家に遊びに来た息子の友達におやつを出すときは必ず「アレルギーはない？」とひ

とこと声をかけます。息子にも、同じ言葉をかけてくれるおうちも多いようです。 

食物アレルギーによるアナフィラキシーショックなどのアレルギー症状が出ないようにするには、大

人が少し配慮するだけで防ぐことができるものなのです。逆に言うと、大人が配慮を欠いてしまうと、

子どもを命の危険にさらしてしまうということ。そんな意識をもって、西小では子どもたちみんなが元

気で楽しく学習ができるよう、日々心を配っています。今後もご心配なことがありましたら、いつでも

ご相談ください。 


